
2022年10月21日
文化審議会国語分科会
国語課題小委員会

ローマ字のつづり方について：
言語学の観点から

Peter Backhaus
Waseda University



現状

• 漢字・仮名と違って、補助的な役割

• 訓令式とヘボン式の混在

–訓令：日本人向け

–ヘボン：外国人向け

• 主な違い：

し（じ、しゃ、じゃ等）、ち、つ、ふ

–訓令：si (zi, sya, zya), ti, tu, hu
–ヘボン：shi (ji, sha, ja), chi, tsu, fu



例：山手線29駅名
東京 Tokyo
有楽町 Yūrakuchō/Yūrakutyō
新橋 Shinbashi/Sinbasi
浜松町 Hamamatsuchō/Hamamatutyō
田町 Tamachi/Tamati
高輪ゲートウェイ Takanawa Gateway
品川 Shinagawa/Sinagawa
大崎 Ōsaki
五反田 Gotanda
目黒 Meguro
恵比寿 Ebisu
渋谷 Shibuya/Sibuya
原宿 Harajuku/Harazyuku
代々木 Yoyogi
新宿 Shinjuku/Sinzyuku
新大久保 Shin‐Ōkubo/Sin‐Ōkubo
高田場 Takadanobaba
目白 Mejiro/Meziro
池袋 Ikebukuro 
巣鴨 Sugamo
駒込 Komagome
田端 Tabata
西日暮里 Nishi‐Nippori/Nisi‐Nippori
日暮里 Nippori
鶯谷 Sugamo
上野 Ueno
御徒町 Okachimachi/Okatimati
秋葉原 Akihabara
神田 Kanda

違いなし
59%

違い一か

所
31%

違い二

か所
10%



“混合”式の問題

• 例：
「新宿」のローマ字表記

• 出典：
Google (2022年10月現在)
（“再検索”結果込み）

• 検索項目（ヒット数）：
– “Shinjuku” (59,100,000)
– “Sinzyuku” (213)
– “Sindyuku” (37)
– “Sinjuku” (307)
– “Shinzyuku” (289)
– “Shindyuku” (286)
– “Shinjyuku” (331)

＝ヘボン・訓令・日本式の混合



正書法の深度

• 「浅い」正書法（”shallow orthography”）
–理想：文字と音素との関係が一対一

–やや規則的

–例：スペイン語

• 「深い」正書法（”deep orthography”）
–語源や形態論的要素に配慮

–やや不規則的

–例：英語（ghoti=fish）

laugh f
women i
nation sh

Coulmas, Florian. 1989. The Writing Systems of 
the World. Oxford: Blackwell (p.169)



日本語ローマ字の深度

• ヘボン式
文字と音素が一致*
– /s/ : <s>, /ʃ/ : <sh>
– /t/ : <t>, /ts/ : <ts>
– /h/ /ç/: <h>, /ɸ/ : <f>

• 訓令式
形態論的な規則性を重視

– さ行：全箇所が<s> （濁音が<z>）
– た行：全箇所が<t> （濁音が<d>）
– は行：全箇所が<h>

例:立つ
• た tatanai
• ち tatimasu
• つ tatu
• て tate
• と tatō

*/ / = 音素（phoneme）
< > = 書記素（grapheme）



教科書の例



ローマ字表

＝
＝訓令
（ヘボン：chawan densha）



それでも...



ヘボン式

= ヘボン
（訓令： KAZIBASI DŌRI

Sin‐Ōsaka
Higasi‐Yodagawa）



例外：訓令式

<tanosiku>   <BOKUSYA> <MATUBAYA>



外来語は“英語式”

• ランド： LAND（not: RANDO）

• パーティ会場：Party (not: pātī) kaijō



例外：仮名のまま（ヘボン）

• サンライフ：Sanraifu（vs. Sun Life）



「外来語の表記について」

（昭和29年国語審議会表記部会報告）

/ti/

/di/

チ ティ ディ
ヘボン chi   ti di
訓令 ti ti ( )



小学校学習指導要領

• 「ローマ字は、表音文字であり、単音文字である
から、話しことばや書きことばに対する反省を強
め、ことばの決まりについての児童の自覚を高
めることができる。 」

• ローマ字学習：
仮名表と実際の発音とのズレについて学ぶきっかけ

さ し す せ そ

sa shi su se   so
た ち つ て と

ta   chi  tsu te to

昭和26年7月発行（試案 改訂版）

さ行の「し」だけは、本当は少
し音が違うんだよ

た行では、「ち」と「つ」は同じじゃないんだ。
例えば、<ti>と書いたら、読みが「チ」じゃなく

て、「ティッシュ」の「ティ」になるよ



キーボード入力の利便性

• 訓令式が有利
– し：si (2) vs. shi (3)
– ち: ti (2) vs. chi (3)
– つ: tu (2) vs. tsu (3)

• ヘボン式が有利
– じゃ: zya (3) vs. ja (2)
– じゅ、じょ同様

• 入力ルールの「深さ」
例：三軒茶屋
– “sangendyaya” => 三軒茶屋
– “sangenjaya” => 三軒じゃや（変換不可）



長音のローマ字化

• “According to the Kunreishiki directive of 1973, 
long vowels are to be shown […] by means of a 
circumflex symbol, e.g. otôto ‘younger brother’, 
but in modern usage a macron appears to be 
more common (otōto), or – alternatively – the 
short vowel symbol is repeated (otooto). In the 
case of very short romanised items in isolation –
e.g. names of Japanese persons or companies 
(e.g. Saito (family name) for /saitoo/), though 
usage can depend on the item in question. In 
names, one occasionally encounters the irregular 
romanisation oh for /oo/, e.g. Saitoh.”

Seeley, Christopher. 1991. A History of Writing in Japan. 
Leiden UP, p.205f



長音のローマ字化

令和２年度「国語に関する世論調査」



長音のローマ字化

• マクロン（例：ō）
+ 実際の普及
–入力が困難
– ee/ei, oo/ouが不透明

• やまがた（例：ô）
– 「古い」印象
–入力が困難
– ee/ei, oo/ouが不透明

• 仮名のまま（例：<oo>/<ou> ）
+ ee/ei, oo/ouの違いが表記可能
+ 隣接形態素が合体しない：muzukashii (not: muzukashī)
+ 入力しやすい
–母音クラスターが発生（女王：joou）
–英語の<oo>,<ou>の発音（例：you）

• 無表記（例：o）
+ 入力しやすい
+/–英語の<o>の発音が近い（例：Tokyo）
–意味の違いが不透明（例：大野vs.小野がどちらも <ono>）



長音その他



まとめ

• 統一したローマ字つづりが望ましい

• 訓令式の利点
深さ：（形態論上）論理的

ローマ字入力の利便性（キーストローク数）

• ヘボン式の利点
浅さ：音素と文字が一対一

新しい仮名・音素も表記可（ち＝chi、てぃ=ti）
日本語の音韻体系について学ぶきっかけ

実際の普及（一般日本人も）



ヘボン式の普及

令和３年度「国語に関する世論調査」


